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主論文の要旨

論文題目
氏名

論文内容の要旨

******* 青字の部分は最終的に消去してください ********
主論文の内容に関する価値判断は含めず、客観的な記述を述べるものとする。そのために、主観的な表現は避ける。また、用語は理学者一般に理解できるものを用い、英語や専門用語は可能な限り避けて、平易な表現を用いる。
　（避けるべき表現の例）
・「初めて（何かを）行なった」　初めてかどうかは、当時者の主観と価値判断に依存するので、単に「（何かを）行なった」と記述する。
・「（何かの遂行に）成功した」　成功か失敗かは、当時者の主観と価値判断に依存するので、単に「（何かを）遂行した」と記述する。

最初の段落（3行程度）で、理学の視点から主論文の背景を説明する。



次の段落（4行程度）で、物理学の視点から主論文の背景をさらに詳しく説明し、主論文の研究目的等を解説する。


次の２、３段落（１段落5-10行程度）で、研究内容と結果を具体的に説明する。



最終段落（4行程度）で、主要な結論を要約する。全体の字数は、1200字程度を目安とする。
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